
川崎区の役立つ福祉情報をお届け～
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「ウェーブ」生まれ変わりました！
平成27年度 事業計画
賛助会員募集!!
あなたの身近な
地区社会福祉協議会の活動等紹介
・大師第三地区社協　・大師第四地区社協
・中央第一地区社協　・中央第二地区社協
・渡田地区社協　・大島地区社協
・大師第一地区社協　・大師第二地区社協
・小田地区社協　・田島地区社協
ゆかいなコンサート
だいし健康福祉まつり
ほほえみコーナー
譲ります・譲ってください

川崎区社会福祉協議会福祉パルかわさき

  発行　社会福祉法人 川崎市川崎区社会福祉協議会 福祉パルかさわき
川崎市川崎区日進町1-11 川崎ルフロン8階
電話 044-246-5500   FAX 044-211-8741   Email info@kawasakikushakyo.or.jp

［発行人］
冨田　順人

［編集人］
編集委員会川崎区社協ホームページ　http://www.kawasaki-shakyo.jp/kawasaki/

つながりを育て、暮らしのあんしんを支えあう地域づくり か さきをめざして(1)

川崎区社協広報紙

生まれ変わりました！
区民のみなさまに、より読まれ、愛される広報紙を目指し、各地区社協か
ら編集委員に入っていただき、区民の身近な話題や地域の楽しい記事を掲
載していけるように努めていきたいと考えております。ページも４ページ
から８ページに紙面を増やし、発行は年 3 回（７月１日、９月１日、２月
１日）を予定しております。ぜひ、ご期待ください。

皆様、こんにちは、少々ご挨拶をさせて頂きます。
　始めに、誰もが安心して暮らせる福祉の街づくりを、日々推進さ
れている皆様に、深く感謝申し上げます。これらの活動や成果を区
民の皆様に、広報紙「ウェーブ」にてご紹介していく所存です。
　今年度から、10の地区社協から選出された委員が参画して、更に
楽しく読んで頂き、皆様のためになる内容の充実に向けて、広報活

動を推進していきたいと思っています。
　最後に、子育てをするカップルから福祉を必要とするお年寄りまで、全世代に焦点を
当てた紙面作りを目指したいと思います。

編集委員紹介

委員長
平 野　 忠 雄

副委員長
井 上　 秀 夫

新 井 ト キ 子
木 島　 芳 克
小 林 貴 美 子
齋 藤　 幸 一
佐 川　 价 一
畑　　 敏 雄
丸 野　 喬 敬
峯 澤　 政 子

ウェーブ

イメージキャラクター
ウェーブくん

委員長　平野 忠雄
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166,057,000円
合計
収  入

合計
支  出

166,057,000円

会費（一般会費と賛助会費）
9,632,000円
寄附金
2,000,000円

補助金
（市社協補助金・
共同募金配分金）
27,583,000円

受託金（川崎市・市社協・県社協）
113,778,000円

事業収入
1,112,000円

その他
（繰越金･預金利息等）
11,952,000円

法人運営事業　16,313,000円
企画広報事業　2,817,000円
助成事業　13,480,000円

地域福祉･在宅福祉･
ボランティア活動振興･
連絡調整･調査研究事業
1,070,000円

共同募金（一般・年末）
配分金事業
18,466,000円

受託事業
（指定管理事業・生活福祉資金貸付事業・あんしんセンター事業等）

113,841,000円

金品援護事業
70,000円

平成 27 年度  事業計画

賛助会員
募集 !!

賛助会員とは？
社会福祉協議会の趣旨や目的
に賛同し、支援をする協力者
のことです。
賛助会員が納める『賛助会費』
はお住まいの地域がいっそう
住みよい街となるために、川
崎区社会福祉協議会と区内
10 ヶ所の地区社会福祉協議
会の進める様々な福祉活動に
役立てられています。

・車いす､ こどもニコニコグッズ､ 高齢者
疑似体験グッズの貸出

・区社協広報紙『ウェーブ』の発行
・川崎区社協福祉まつりの開催
・社会を明るくする運動への支援　など

賛 助 会 費

年会費：１口（1,000円）から

お問い合わせ・連絡先
社会福祉法人
川崎市川崎区社会福祉協議会
電 話　044-246-5500
FAX　044-211-8741

賛助会員募集の際は、
地域の地区社協の関係者が
お宅にお願いにあがります。

・ふれあい活動事業
（会食会､ ミニデイサービス他）

・地区社協広報紙の発行
・地域福祉講演会
・社会を明るくする運動への支援　など

川崎区社会福祉協議会の事業

〈 使　途 〉

川崎区内10地区社会福祉協議会の事業

重点
項目

主な
事業

今年度もご協力くださいますよう、
どうぞよろしくお願い申しあげます。

◎新たな制度を見据えた地域福祉活動の現状把握と検討
◎地区社協との連携による地域福祉活動の充実
◎指定管理事業の拡充
◎広報内容の見直しと魅力ある情報の発信
◎法人組織基盤強化に向けて検討の継続

◇新制度を見据えた地域福祉活動実態調査の実施
◇川崎区社協福祉まつりの開催（11 月 28 日）
◇老人いこいの家、かわさき老人福祉・地域交流センター
　ピンポン大会＆カローリング体験（10 月 21 日）
◇広報紙編集委員会による広報紙ウェーブのリニューアル発行
◇会員増強（継続事項）及び会員規程の見直しについての検討

つながりを育て、

暮らしのあんしんを

支えあう地域づくり

か 輪 さきを

めざして

川崎区社
協の

スローガ
ンは

です！

誰
も
が
（
小
生
も
近
い

将
来
）
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
に
思
い

を
馳
せ
る
と
思
い
ま
す
が
、

我
々
が
何
を
し
た
ら
よ
い
？

　

ど
う
や
っ
た
ら
よ
い
等
々

個
人
で
出
来
る
事
は
、
限
度

が
あ
り
ま
す
が
、
志
を
互
い

に
共
有
し
考
え
協
力
し
あ
い
、

推
進
し
て
行
く
事
が
必
須
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
中
高
年
の
課
題

に
し
て
置
く
だ
け
で
無
く
、

若
者
に
も
関
心
が
持
て
る
活

動
が
出
来
れ
ば
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
近
メ
デ
ィ
ア
で
、
地
域

福
祉
に
つ
い
て
の
番
組
を
視

聴
し
ま
し
た
が
、『
福
祉
の
メ

ガ
ネ
』
で
見
る
こ
と
を
提
言

さ
れ
た
方
が
お
り
個
々
の
活

動
を
町
内
か
ら
地
域
活
動
へ
、

こ
れ
を
行
政
へ
と
繋
げ
る
道

筋
を
明
確
に
す
る
福
祉
の
ス

タ
ン
ス
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

と
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

や
は
り
具
体
的
な
目
標
を
持

ち
コ
ツ
コ
ツ
と
解
決
し
、
後

戻
り
せ
ず
前
進
が
カ
ギ
だ
と

思
い
ま
す
。

　

直
近
活
動
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で
研
修
さ
せ
て

頂
き
、
地
域
福
祉
活
動
が
活

性
化
し
て
お
り
利
用
者
の
リ

ハ
ビ
リ
介
護
充
実
度
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
生

き
生
き
と
先
ず
は
、
発
声
練

習
か
ら
笑
顔
が
素
晴
ら
し
く
、

訪
問
者
が
元
気
を
頂
い
て
参

り
ま
し
た
。

当
地
区
社
協

は
７
町
内

会
の
役
員
・
民

生
児
童
委
員
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
36
名
で
、

理
事
会
・
運
営

委
員
会
・
４
委

員
会
（
総
務
、
広
報
、
研
修
、
会
食
）
が
、

賛
助
会
員
増
強
運
動
、
各
種
募
金
活
動
、

社
明
運
動
へ
の
協
力
、「
災
害
時
要
援
護

者
避
難
支
援
制
度
に
つ
い
て
」
の
講
演

会
開
催
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
協
同

し
、
地
域
福
祉
の
充
実
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

年
９
回
の
ふ
れ
あ
い
会
食
会
で
は
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
や
保
育

園
児
と
の
交
流
で
、
利
用
者
の
皆
様
と

親
睦
を
深
め
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
す
。

　

区
地
域
保
健
福
祉
課
と
合
同
で
講
演

会
を
開
催
、
シ
リ
ー
ズ
の

健
康
体
操
、
介
護
福
祉
士

会
の
皆
様
の
指
導
で
東

門
前
小
４
年
生
を
対
象

に
し
た
福
祉
体
験
授
業

の
支
援
、
26
年
度
の
施

設
研
修
で
は
群
馬
県
の

重
監
房
資
料
館
を
訪
れ

研
鑽
し
ま
し
た
。

社会福祉協議会に対する想い
　理事　倉形　政宏

大師第三地区社協

大師第四地区社協

研修場所：日光市養護施設 社会福祉法人 大室さくら苑

大師第四地区社協活動状況について
前会長　荒金　繁

◀福祉体験授業

健康体操

あなたの身近な

地区社会福祉協議会の活動等紹介
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渡
田
地
区
（
９
町
内
会
）
で
は
平

成
11
年
よ
り
民
生
委
員
に
よ
っ

て
地
域
の
実
態
調
査
し
年
々
増
え
続
け

る
独
居
老
人
や
虚
弱
な
お
年
寄
り
に
支

援
活
動
を
行
う
「
小
地
域
の
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
民
協

と
町
内
会
が
協
力
し
て
地
域
の
助
け
合

い
・
支
え
合
い
活
動
の
取
り
組
み
を
開

始
し
た
。

　
「
福
祉
協
力
員
制
度
」
を
設
置
し
、
民

生
委
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
現
在
福
祉

協
力
員
1
0
7
名
。

　

福
祉
協
力
員
は
各
町
内
会
ご
と
に

リ
ー
ダ
ー
を
選
出
し
連
絡
協
議
会
（
年

1
回
）
を
開
催

　

年
一
回
交
流
と
自
己
研
鑚
の
た
め
に

合
同
研
修
会
を
開
催
。（
当
日
参
加
Ｏ
Ｋ
。

渡
田
い
こ
い
の
家
）

　

災
害
時
支
援
体
制
図
を
民
生
委
員
が

担
当
地
区
ご
と
各
町
内
会
に
ま
と
め
作

成
。

　

見
守
り
は
、
普
段
買
物
に
行
く
時
等

　

―
新
聞
が
た
ま
っ
て
い
る

　

―
何
日
間
も
雨
戸
が
閉
ま
っ
て
い
る

　

―
夜
電
気
が
つ
い
て
い
な
い

　

―
何
日
間
も
同
じ
洗
濯
物
が
干
し
て

あ
る
等

「
さ
り
げ
な
く
見
守
り
」
日
常
生
活
で
い

つ
も
と
違
う
と
思
っ
た
ら
民
生
委
員
に

連
絡
し
対
処
す
る
。
地
域
で
安
心
し
て

暮
せ
る
ま
ち
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い

や
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
見
守
り
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
の
６
月
に
大
島
地
区
の
福
祉
協

力
員
第
３
回
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
川
崎
区
で
は
高
齢
化
が
進
み「
小

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
地
域

に
福
祉
協
力
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
一
人
に
対

し
て
若
干
名
で
す
。

　

福
祉
協
力
員
の
役
割
と
し
て
具
体
的

に
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
を
含
め

た
高
齢
者
世
帯
に
対
し
て
“
郵
便
物
や

新
聞
等
を
取
っ
て
い
な
い
”“
昼
間
な
の

に
カ
ー
テ
ン
が
閉
ま
っ
て
い
る
”“
電
灯

が
点
け
っ
ぱ
な
し
”“
夜
で
も
点
灯
し
て

い
な
い
”“
ご
み
を
出
す
様
子
が
な
い
”

等
の
状
況
を
注
意
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
児
童
も
見
守
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。“
い
じ
め
が
見
ら
れ
た
”“
不

登
校
”“
し
ば
し
ば
悲
鳴
が
聞
こ
え
る（
虐

待
の
恐
れ
）”
等
を
注
意
し
て
も
ら
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
事
が
見
受
け
ら

れ
た
ら
、
担
当
の
民
生
委
員
に
情
報
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
17
年
11
月
に
第
１
回
委
嘱
、
平

成
22
年
２
月
に
第
２
回
委
嘱
が
あ
り
、

今
回
が
３
回
目
で
す
。
地
域
の
方
々
が

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
福

祉
協
力
員
の
皆
様
の
地
道
な
活
動
に
感

謝
と
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

小地域の見守りネットワーク活動
副会長　峯尾　照

渡田地区社協

大島地区社協

松井会長から開会のあいさつ

川崎区社協の会長でもある
冨田会長

研修会の様子

川
崎
区
中
央
第
一
地
区
社
協
は
、
昭

和
36
年
4
月
、
社
会
福
祉
関
係
者

並
び
に
、
社
会
福
祉
に
関
心
を
持
つ
者
が

協
力
し
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
は
、
16
の
町
内
会
で
構
成
さ
れ
、

常
任
理
事
、
役
員
、
専
門
部
部
長
に
よ

り
福
祉
関
連
事
業
に
携
わ
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

住
み
慣
れ
た
町
で
高
齢
者
へ
の
す
こ
や

か
支
援
事
業
と
し
て
、
昭
和
61
年
4
月

か
ら
始
め
た
「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人

会
食
会
」、
現
在
は
、
ふ
れ
あ
い
会
食
会

「
芙
蓉
会
」
の
名
称
で
年
7
回
開
催
さ
れ
、

16
町
内
の
婦
人
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手

作
り
の
食
事
を
担
当
、
健
康
で
安
全
安

心
、
何
よ
り
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
医
師
、
警
察
、
消
防
、
福
祉
関
連

行
政
の
方
な
ど
の
お
話
し
、
ゲ
ー
ム
、
折

り
紙
、
歌
、
体
操
な
ど
毎
回
催
し
も
企

画
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
4
月
3
日
、
ふ

れ
あ
い
会
食
会「
芙
蓉
会
」

が
開
催
さ
れ
、今
回
は
“
お

花
見
会
”、
午
前
十
時
半
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
元
気
な
利
用
者
の
方
の

声
、「
あ
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

「
寒
く
な
か
っ
た
で
す
か
？
」

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
声
、
こ

ん
な
調
子
で
会
は
始
ま
り
ま
す
。
総
勢

1
2
0
名
の
大
所
帯
、
料
理
担
当
の
町

内
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
大

忙
し
で
す
。
受
付
、
イ
ベ
ン
ト
担
当
の
町

内
で
趣
向
を
こ
ら
し
て
、
会
場
は
に
ぎ
や

か
に
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み
ま
す
。

　

会
に
来
て
下
さ
る
こ
と
で
、“
と
じ
込

も
り
防
止
”“
認
知
症
予
防
”“
心
身
の

機
能
低
下
の
予
防
”に
つ
な
が
る
の
で
は
、

と
思
い
ま
す
。

　

川
崎
区
に
お
け
る
地
域
ケ
ア
の
た
め
の

基
本
理
念
、「
高
齢
者
が
慣
れ
親
し
ん
だ

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
川
崎
区
」
に

沿
っ
て
、当
会
、婦
人
部
長
は「
ふ
れ
あ
い
、

支
え
合
い
、
助
け
あ
い
」
の
心
で
こ
れ
か

ら
も
活
動
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
26
年
11
月
14
日
の
視
察
研
修

会
に
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
多
磨
全
生
園
の
一
画
に
あ
る

「
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
」
を
見
学

し
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復
者
が
生

き
抜
い
て
き
た
証
を
残
し
、
私
た
ち
の

社
会
に
同
じ
過
ち
が
繰
り
返
さ
れ
な
い

こ
と
を
願
っ
て
、
回
復
者
が
自
ら
設
立

し
、
活
動
し
て
き
た
博
物
館
を
見
て
、

強
く
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン

病
は
ら
い
菌
に
よ
る
感
染
症
で
、
現

在
で
は
有
効
な
治
療
薬
が
開
発
さ
れ
早

期
治
療
に
よ
り
治
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
武
蔵
野
の
水
と
緑
と
寺
と

蕎
麦
で
有
名
な
深
大
寺
に
移
動
し
、
厄

除
・
家
内
安
全
・
身
体
安
全
・
交
通
安

全
・
無
病
息
災
の
祈
願
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
広
大
な
敷
地
内
の
「
江
戸

東
京
た
て
も
の
園
」
で
文
化
的
価
値
の

高
い
歴
史
的
建
造
物
を
見
学
し
ま
し

た
。「
高
橋
是
清
邸
」
な

ど
の
歴
史
を
伝
え
る
建

物
が
復
元
・
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
メ
ン
バ
ー
は
車

中
・
昼
食
時
・
見
学
中

も
親
し
く
交
流
で
き
、

大
い
に
懇
親
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「国立ハンセン病資料館」視察のご報告
　広報部長　平野　忠雄

中央第二地区社協

中央第二地区
社会福祉協議会は

年１回、視察研修を目的に
バス旅行を行っています。

安心して暮らせる
町を目指して

婦人部長　西川キミ子

中央第一地区社協

広大な多磨全生園の一画に国立ハンセ
ン病資料館があります

参加者は熱心に視察しました昼食は懇親の場で苦労話などで
盛り上がります

江戸たてもの園に寄りました

第３回福祉協力員
委嘱式を実施

会長　冨田　順人
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灯と

う

台だ
い
も
と
く
ら

下
暗
し
知
ら

れ
ざ
る
姥
ヶ
森

弁
財
天
様
と
古
井
戸
の

由
来
で
あ
る
。

　

伝
説
の
始
め
は
な
ん
と

云
っ
て
も
弁
財
天
と
古
井

戸
が
実
在
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
何
故
最
近
ま
で

曖
昧
な
物
語
り
の
伝
説
で
古
老
の
多
く

の
流
言
飛
語
が
恰
も
真
実
と
受
け
と
め

ら
れ
「
多
分
そ
う
だ
ろ
う
」
が
「
そ
う
だ
」

に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

由
来
を
探
求
す
る
に
は
渡
田
二
丁
目

は
新
田
神
社
と
深
い
関
係
に
あ
り
鎌
倉

時
代
か
ら
の
領
主
で
亘わ
た
り

新し
ん

左ざ

衛え

門も
ん

、
源

み
な
も
と

早は
や
か
つ勝

（
新
田
義
貞
公
の
家
臣
）
の
土
地

で
ご
く
最
近
ま
で
は
姥
ヶ
森
町
内
会
館

は
新
田
神
社
の
土
地
で
あ
っ
た
（
区
画

整
理
で
購
入
）。

　

明
治
初
期
の
頃
、
こ
の
辺
は
小
高
い

丘
で
裾
は
松
林
で
沖
を
通
る
船
は
松
林

を
目
標
に
し
て
漁
に
出
た
と
云
う
。
そ

こ
に
新
左
衛
門
の
隠
居
所
と
見
ら
れ
る

潰
れ
屋
敷
に
古
井
戸
と
な
に
や
ら
神
様

を
祀
っ
た
ら
し
い
祠
が
あ
っ
た
。
村
人

た
ち
の
話
題
が
新
田
神
社
の
土
地
だ
か

ら
稲
毛
神
社
の
神
官
に
観
て
も
ら
お
う

と
云
う
こ
と
に
な
り
観
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
意
外
も
意
外
霊
験
あ
ら
た
か
な「
イ

ン
ド
」
の
女
神
で
弁
舌
、
才
知
、
音
楽

に
長
じ
て
無
量
の
福
徳
を
与

え
る
弁
財
天
（
七
福
神
）
の

一
つ
で
あ
る
事
が
判
っ
た
。

　

こ
の
儘ま
ま

潰
れ
屋
敷
に
野

晒
に
も
出
来
ず
神
社
の
氏

子
総
代
と
相
談
の
末
新
田

時
代
の
御
守
本
尊
と
し
て

お
堂
を
建
立
し
て
お
祠
を

し
て
い
た
が
明
治
12
年
頃
に
新
田
神
社

の
境
内
に
移
転
を
し
た
。
そ
の
時
は
無

銘
の
弁
財
天
で
あ
っ
た
が
稲
毛
神
社
の

神
官
の
粋
な
お
計
い
で
姥
が
棲
ん
で
い

た
森
だ
か
ら
姥
ヶ
森
弁
財
天
と
命
名
さ

れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
又
、
古
井

戸
の
水
は
御
神
水
と
し
て
毎
年
8
月
2

日
に
汲
み
上
げ
新
田
神
社
に
奉
納
し
て

稲
毛
神
社
の
大
御
神
輿
が
新
田
神
社
に

渡
御
の
際
に
お
清
め
の
御
神
水
と
し
て

お
掛
け
を
す
る
、
こ
れ
を
怠
る
と
大
御

神
輿
は
暴
れ
狂
う
と
云
う
伝
説
が
あ
る

と
も
云
わ
れ
て
お
り
本
当
に
あ
っ
た
と

云
う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
。
又
鋼
管
通

三
丁
目
に
あ
る
姥
ヶ
森
弁
財
天
も
地
域

の
人
達
や
遠
方
の
人
達
の
信
仰
も
厚
く

静
か
な
佇
い
の
中
に
、
お
参
り
に
見
え

る
人
も
結
構
あ
る
。
毎
年
五
月
の
第
三

日
曜
日
に
は
弁
財
天
様
の
ご
祭
祀
が
あ

る
。
皆
様
も
是
非
と
も
お
参
り
を
な
さ

い
ま
せ
ん
か
？　

無
量
の
福
徳
の
ご
利

益
が
授
り
ま
す
よ
う
に
…
…

灯台下暗し「姥ヶ森弁財天様と古井戸の由来」
会長　大橋　新太郎

田島地区社協

大
師
第
一
地
区
社
協
は
、
伊
勢

町
・
川
中
島
・
大
師
駅
前
・

大
師
中
町
・
藤
崎
の
五
町
内
会
で
構

成
さ
れ
る
人
口
約
2
万
人
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
率
24
・
4
％
、
大
師
第

一
地
区
民
児
協
と
藤
崎
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
で
事
業
の
協
働

が
容
易
な
地
区
。

　

ま
た
川
崎
大
師
平
間
寺
・
若
宮
八

幡
宮
・
川
中
島
神
明
神
宮
が
あ
り
、

歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
共
に
協
力
し

次
世
代
へ
の
継
承
が
大
事
な
地
区
で

も
あ
る
。

　

社
協
を
構
成
す
る
各
町
内
会
に

は
、
人
口
・
町
民
の
年
齢
構
成
・
住

居
形
態
に
も
大
き
な
偏
り
は
あ
る

が
、
社
協
の
目
的
は
未
成
年
者
・
高

齢
者
・
障
害
者
等
で
公
的
支
援
を
必

要
な
人
た
ち
に
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

　

未
成
年
者
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の

通
学
・
下
校
時
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

や
子
育
て
支
援
を
、
高
齢
者
・
障

害
者
に
つ
い
て
は
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
指
導
に
よ
る
小
地
域
包
括
ケ

ア
会
議
で
、
高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ

ム
が
藤
崎
で
始
ま
り
川
中
島
も
実
施

へ
、
他
の
町
内
会
も
地
域
の
状
況
見

合
う
事
業
を
開
始
。

　

ま
た
地
区
で
も
ポ
ス
ト
団
塊
世
代

人
口
が
非
常
に
少
な
い
地
区
。
そ
こ

で
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世
代
を

超
え
た
交
流
会
「
藤
崎
ふ
れ
あ
い
喫

茶
」
が
発
足
し
、
藤
崎
の
み
な
ら
ず

周
辺
地
域
方
々
・
保
育
園
児
、
施
設

に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
々
も
参
加
し

交
流
を
深
め
て
い
る
。

　

27
年
度
に
は
地
域
の
意
見
収
集
と

調
整
を
高
め
自
助
・
共
助
・
公
助
を

基
に
防
災
関
連
事
業
を
立
ち
上
げ

る
。

四
谷
小
学
校
体
育
館
に
て
四
年
生
と

教
職
員
・
大
師
地
区
健
康
福
祉
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
副
所
長
・
保
健
師
・
区
社

協
職
員
・
北
島
さ
ん
（
手
作
り
工
房
ウ

イ
ン
ド
ウ
代
表
）・
社
協
委
員
で
行
わ
れ
、

生
徒
の
司
会
で
進
み
、
先
生
か
ら
の
お

話
し
の
後
、
区
社
協
よ
り
貸
し
出
さ
れ

た
車
椅
子
の
使
い
方
や
押
し
方
の
説
明

を
聞
き
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
車
椅
子
に
乗
り
、
障
害
物
（
マ
ッ
ト

の
上
に
踏
み
切
り
台
を
置
く
）・
校
舎
内

廊
下
の
段
差
を
乗
り
越
え
る
事
を
学
習

し
そ
の
後
、
図
書
室
で
北
島
さ
ん
か
ら

車
椅
子
生
活
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

や
、
毎
日
が
ヘ
ル
パ
ー
の
支
援
が
な
い

と
過
ご
せ
な
い
こ
と
等
の
話
を
熱
心
に

聞
い
て
、
健
康
な
体
が
一
番
大
切
だ
と

気
付
く
こ
と
が
出
来
た
よ
う
で
す
。

　

昨
年
は
校
外
に
出
て
、
自

動
販
売
機
を
利
用
す
る
時
の

硬
貨
・
紙
幣
の
投
入
す
る
高

さ
、
品
物
の
取
り
出
す
こ
と

の
難
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

歴史文化伝統を守り、子どもから高齢者まで
世代を超えた交流地区へ

会長　青山　正明

車椅子体験学習
書記　齋藤　幸一

大師第一地区社協

大師第二地区社協

藤崎ふれあい喫茶
“Ｋ＆Ｋコンサ－ト”
（ライフコミュ－ンにて）

◀
車椅子の
使い方を
真剣に聞く
子どもたち

街中で車椅子を体験する様子

い
こ
い
の
家
団
塊
向
け
講
座
と
し
て
男

性
料
理
教
室
を
開
催
し
て
３
年
目
。

今
回
は
、
平
成
27
年
１
月
29
日
、
京
町
い

こ
い
の
家
に
18
名
の
男
性
が
各
自
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾
姿
で
集
合
。
食
材
費
と
し
て

2
0
0
円
を
徴
収
。
全
員
や
る
気
満
々
で

小
田
地
区
社
協
婦
人
部
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
レ
シ
ピ
、
実
習
説
明
を
す
る
。
調
理
ス

ペ
ー
ス
の
狭き
ゅ
う
あ
い隘
の
問
題
も
あ
り
、メ
ニ
ュ
ー

は
軽
食
を
主
体
と
し
て
「
ピ
ザ
ト
ー
ス
ト
」

「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」「
ス
ー
プ
」
と
し
た
。
参

加
者
を
４
班
に
分
け
て
調
理
開
始
。
手
際
の

い
い
班
、
食
材
配
分
を
間
違
え
る
班
、
レ
シ

ピ
を
逸
脱
す
る
班
な
ど
出
来
映
え
は
ま
ち
ま

ち
で
あ
っ
た
が
お
い
し
そ
う
。
全
員
あ
る
こ

と
を
や
り
遂
げ
た
充
実
感
が
顔
に
み
な
ぎ

り
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
を
合
図
に
食
事
会

開
始
。
な
か
な
か
の
美
味
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
が
漂
い
、
講
座
の
目
的
が
十
分
に
達
成

さ
れ
た
。
意
見
交
換
会
で
は
、
共
同
作
業
は

楽
し
い
、
家
で
作
っ
て
み
た
い
、
酒
の
肴
も

作
り
た
い
、
の

り
巻
き
の
作
り

方
を
教
え
て
な

ど
リ
ク
エ
ス
ト
が

あ
り
、
次
回
の
再

会
を
約
束
し
て
閉

会
と
な
っ
た
。
関

係
者
の
皆
さ
ん
、
御

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

小田地区社協

冷蔵庫にあるもので手軽に一品
副会長　畑　敏雄

おいしそうに
焼き上がり
ました！
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親子で楽しむ

福祉用具再利用

第13回 だいし健康福祉まつり
こどもから高齢者まで、

どなたでも楽しめる

企画がいっぱい♪

家族・友達と一緒に…

どうぞお気軽に

おでかけ下さい！

譲ります・譲ってください

ゆかいなコンサート

子育てフェスタで
親子で楽しむ♪ ゆかいなコンサートを
開催いたします。
心温まる音楽で気持ちをほぐしながら
楽しいひとときを過ごしませんか？

日　時　平成 27 年 9 月 5 日（土）
　　　　午前 10 時～ （開場 9 時 50 分～）

会　場　教育文化会館  6 階  大会議室

出　演　音の教室　カリヨン

主　催　川崎区民生委員児童委員協議会 主任児童委員部会

問合せ　川崎区民生委員児童委員協議会事務局
　　　　（社会福祉法人川崎市川崎区社会福祉協議会）
　　　　電話：044-246-5500　FAX：044-211-8741

日　時　平成 27 年 9 月 26 日（土）
　　　　午前 10 時～午後３時　※雨天決行

会　場　大師分室（旧大師ブランチ）　
主　催　第13回「だいし健康福祉まつり」実行委員会

問合せ　大師地区健康福祉ステーション
　　　　電話：044-271-0157   FAX：044-271-0127

◇利用対象者…川崎区内に在住の方
☆ 福祉用具とは…
　車いす、ベッド、ポータブルトイレ、入浴補助用具、歩行器、

シルバーカー（手押し車）、杖、スロープ、紙おむつ等で
安全かつ衛生上問題なく修理を必要としないもの

窓口、または当会ホームページにある申込用紙に必要事項を記入し、提出。
提供する福祉用具の写真を持参または画像データを区社協のメールアドレス

（info@kawasakikushakyo.or.jp）に添付します。所定の申込み用紙に物品の
状態（型番や使用回数等）を記載してください。（写真や画像の返却不可）

窓口または当会ホームページにある申込用紙に必要事項を記入し、提出します。
詳しくは、区社協ホームページ http://www.kawasaki-shakyo.jp/kawasaki/
または、川崎区社会福祉協議会 044-246-5500 まで！！

●マルハン川崎桜本店　様
●川崎区地域女性連絡協議会
　会長　青木　恵美子　様
●セレサ川崎農業協同組合　様
●東急リゾートサービス・
　石勝エクステリア共同事業体
　川崎国際生田緑地 ゴルフ場　様
●HULA を楽しむ会
　西原　雅代　様
●大島五丁目町内会　様
●パークホームズ川崎大師
　表参道管理組合　様

引き続き、福祉用具を
①譲ってくれる方
②譲ってほしい方

募集中！

譲り
たい方

譲って
ほしい方

申込み方法

参加
無料

寄付者名（受付順）

ほほえみコーナー

譲ってほしい方が譲ってくれる方に連絡し、詳細な情報をお聞きした後、
条件があえば、用具を引き取りに行っていただきます。

譲渡の
手順

編集後記
　とてもユニークな記事が
各地区社協から集まり、委
員さんたちの取り組む姿
勢に勇気を頂いています。
編集会議も 2 回目を迎え、
笑いがこぼれるなど和やか
な雰囲気になり意見交換も
活発に行われました。

現在は、
ポータブルトイレ

アウーラ 21

東門前駅

大師
小学校

大師老人
いこいの家

川崎区役所
大師支所

大師分室

大師
公園

⇒

大師地域で活動している
ボランティアグループ・当事者団体等が、

「みんなにやさしいまちづくり｣ をめざして、
実行委員会を結成して
創りあげてきたお祭りです。


